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導来圏をはじめとした三角圏の構造解析は, 近年の研究では欠かせないテーマのうちの
一つである. 与えられた三角圏の眺め方は様々であるが, 圏同値によって三角圏を変換す
ることで, より観察しやすい方向から眺めることができる. 圏同値の取り方も様々である.
例えば, 代数的三角圏と完全導来圏の圏同値 [K, R1]や特異圏と安定圏の圏同値 [B, R2]が
有名である.
この講演では主に, 前者の圏同値を観察していく. この圏同値は傾対象 (silting object)

とその自己準同型環によって得られる. 特に, 与えられた環に対して, その上の完全導来圏
から圏構造を保ったまま, 別の環上の完全導来圏を構成することができる. このように環
を変換することで, より観察がしやすい環と (完全)導来圏を得ることができる (このとき,
これら 2つの環は導来同値であるという). 例えば, 有限群の表現論に現れるブラウアーツ
リー多元環はすべて, 対称中山多元環と導来同値であることが知られている [R2].
このように, 三角圏の圏同値の研究では傾対象が重要な役割を果たすため, すべての傾

対象を何らかの方法で記述したい. 一つのアプローチとして, 傾変異 (silting mutation)を
用いる方法が挙げられる. 傾変異は, 一つの傾対象から別の傾対象を作り出す操作であり,
どのような傾対象 (silting object)に対してもいつでも適用できる. よって, 与えられた傾
対象から傾変異を繰り返すことで得られる傾対象は, (この操作の意味で)記述できたと言
える. そこで問題となるのが, 「一つの傾対象から傾変異の繰り返しによって, すべての
傾対象を得ることができるか?」である. 本講演では, この問題に対するいくつかの答えを
与える.
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